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町
議
会
の
役
員
人
事

　
　
　
小
林
申
議
長
・
滋
野
副
議
長

　
　
　
　
　
常
任
委
員
長
は
総
文
・
小
川
、
産
厚
永
落
、
建
社
・
数
藤

　
八
月
と
九
月
は
、
町
議
会
に
と
っ
て
な
に
か
し
ら
寂
し
さ
の
た
だ
よ
う
「
サ
ヨ
ナ

ラ
議
会
」
か
ら
、
一
転
し
て
、
熱
気
の
あ
ふ
れ
た
、
議
員
の
自
己
紹
介
に
始
ま
る
「

そ
ろ
い
踏
み
議
会
」
へ
と
続
き
ま
し
た
。
な
か
で
、
九
月
一
日
招
集
の
第
八
回
臨
時

会
は
、
議
会
役
員
人
事
を
か
し
ら
に
す
べ
て
人
事
案
件
で
、
い
か
に
も
生
新
な
空
気

　
　
　
　
　
　
で
終
始
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
注
目
の
正
副
議
長
人
事
で
は
、
小
林
申
一
議
長

　
　
　
　
　
　
　
・
滋
野
一
郎
副
議
長
の
コ
ン
ビ
が
誕
生
し
、
常
任
委
員
長
に
は
、
総
務
文
教
が
小
川

　
　
　
　
　
　
清
次
氏
、
産
業
厚
生
が
水
落
達
一
氏
、
建
設
社
会
が
数
藤
亘
氏
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ま
た
、
議
会
代
表
の
監
査
委
員
に
は
水
品
正
一
郎
氏
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　き

懸　
　
撮

驚　諜　
猷
蝿
灘

ノ」￥林申議長

答
長藻

教
育
委
員
、

　
　
　
金
山
氏
を
再
任

　
　
　
　
　
　
第
八
回
臨
時
会

　
任
期
最
初
の
議
会
と
い
う
こ
と
で
、

第
八
回
臨
時
会
は
、
日
程
に
は
い
る
前

に
、
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
臨
時
議
長
紹

介
、
議
員
の
自
己
紹
介
、
職
員
紹
介
、

常
任
委
員
会
の
新
構
成

　
　
　
　
　
◎
印
髄
委
員
長

　
　
　
　
　
O
印
“
副
委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
数
八
）

　
◎
小
川
　
清
次
　
○
戸
田
　
専
治

　
　
丸
山
　
英
一
　
　
小
林
　
正
人

　
　
村
山
義
雄
　
田
中
　
茂

　
　
平
野
圭
二

◎
水
落
達
一

平
野
義
一

水
品
正
一
郎

羽
鳥
欣
一

O
平
野
桑
原

要正
雄義

和
久
井
精
一

建
設
社
会
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
数
七
）

　
◎
数
藤
亘
O
登
坂
茂

　
　
滋
野
　
一
郎
　

戸
田
哲
次

　
　
清
水
富
二
郎
　
　
田
中
与
三
郎

　
　
高
橋
弥
太
郎

　
　
　
　
　
各
委
員
会
の
所
管
”
①

参
考

　
　
　
　
　
総
務
文
教
”
総
務
課
、
税

務
課
、
収
入
役
室
、
企
画
室
、
教
委
お

よ
ぴ
議
会
事
務
局
の
所
管
に
関
す
る
事

務
な
ら
ぴ
に
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管

に
属
さ
な
い
事
務
　
②
産
業
厚
生
（
産

業
経
済
を
改
称
）
　
”
産
業
課
、
保
険
課

健
康
管
理
室
お
よ
ぴ
農
委
の
所
管
に
関

す
る
事
務
　
③
建
設
社
会
（
建
設
厚
生

を
改
称
）
　
髄
建
設
課
、
社
会
課
お
よ
ぴ

国
土
調
査
課
の
所
管
に
関
す
る
事
務r購7

小川総文委員長

仮
議
席
指
定
と
い
っ
た
行
事
が
続
い
て

か
ら
、
田
中
与
一
一
二
郎
臨
時
議
長
の
司
会

に
よ
る
議
長
選
挙
へ
移
り
ま
し
た
。

　
日
程
第
一
、
第
二
の
正
副
議
長
選
挙

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
議
長
選
挙
の
開
票
結
果

　
　
二
十
一
票
　
　
小
林
　
申
一

　
　
　
　
　
（
ほ
か
に
白
票
一
票
）

O
副
議
長
選
挙
の
開
票
結
果

　
　
二
十
票
　
　
　
滋
野
　
一
郎

　
　
　
一
票
　
　
水
品
正
一
郎

　
　
　
　
　
（
ほ
か
に
白
票
一
票
）

　
正
副
議
長
選
挙
の
あ
と
は
あ
ら
た
め

て
議
席
指
定
を
行
な
い
、
さ
ら
に
会
期

等
を
決
定
後
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
．
こ
の
件
は
、
現
委

員
の
金
山
良
晃
氏
（
霜
条
）
が
九
月
＋

五
日
に
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
同
氏
を
引
き
続
き
選
任
し
た
い

と
す
る
も
の
で
、
提
案
ど
お
り
同
意
を

得
て
、
金
山
氏
の
再
任
が
決
ま
り
ま
し

た
。　
続
い
て
、
日
程
は
常
任
委
員
・
正
副

常
任
委
員
長
の
選
任
、
伝
染
病
舎
組
合

議
会
議
員
選
挙
、
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員
選
挙
を
経
て
、
最
後
は
、
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

で
し
た
。

　
三
常
任
委
員
会
の
構
成
と
正
副
常
任

委
員
長
の
顔
ぶ
れ
は
、
上
に
掲
げ
た
と

お
り
で
す
。
な
お
、
正
副
委
員
長
の
選

任
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
各
委
員
会
ご

謡姦

水落産厚委員長

と
に
分
か
れ
て
互
選
し
た
も
の
を
、
あ

ら
た
め
て
、
本
会
議
に
お
い
て
指
名
推

薦
の
方
法
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
ま
す

　
そ
の
他
、
決
定
し
た
議
会
人
事
は
次

の
と
お
り
で
す
。

X
新
潟
県
十
日
町
市
、
川
西
町
、
中

　
里
村
伝
染
病
舎
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　
　
小
林
申
一

　
　
　
　
　
　
　
水
落
達
一

X
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員

　
　
　
　
　
　
　
滋
野
　
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
小
川
清
次

　
　
　
　
　
　
　
登
坂
　
茂

X
川
西
町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会

　
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
者

　
　
　
　
　
　
　
水
品
正
一
郎

　
臨
時
会
は
、
こ
の
ほ
か
、
議
長
の
常

任
委
員
辞
退
の
報
告
に
同
意
し
て
お
り

さ
ら
に
、
国
保
運
営
協
議
会
委
員
の
公

益
を
代
表
す
る
委
員
と
し
て
次
の
四
氏

を
選
ぴ
ま
し
た
。

　
田
中
与
三
郎
　
　
　
小
川
　
清
次

　
戸
田
　
哲
次
　
　
　
高
橋
弥
太
郎

※
欠
員
一
人
は
、
慣
例
と
な
っ
て
い

　
　
る
、
小
林
申
一
議
長
の
常
任
委
員

　
　
辞
退
に
よ
る
も
の
で
す
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
数
七
）

犠

第
七
回
臨
時
会

　
予
算
の
補
正
三
件
が

　
中
心

　
第
七
回
町
議
会
臨
時
会
は
、
新
構
成

の
議
会
に
バ
ト
ン
・
タ
ッ
チ
直
前
の
八

月
二
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、
町
有
公
舎数藤建社委員長

居
宅
料
条
例
の
一
部
改
正
、
四
十
八
年

度
の
一
般
会
計
・
国
保
事
業
特
別
会
計

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
各
補
正
予

算
ほ
か
の
議
件
を
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
て
四
年
間
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　
条
例
の
一
部
改
正
は
、
旧
国
鉄
用
地

内
に
造
成
し
た
山
野
田
住
宅
団
地
に
、

新
し
く
町
有
住
宅
を
整
備
す
る
関
係
の

改
正
で
す
。

　
ま
た
、
補
正
予
算
に
関
し
て
は
、
一

般
会
計
が
総
合
セ
ン
タ
ー
の
工
事
請
負

費
を
中
心
に
三
千
九
百
四
十
四
万
八
千

円
の
追
加
、
国
保
事
業
が
療
養
給
付
費

の
国
庫
支
出
増
に
起
因
す
る
二
百
四
万

円
の
追
加
、
水
道
事
業
が
赤
岩
地
区
工

事
費
の
補
正
を
内
容
と
し
た
三
百
八
十

九
万
五
千
円
の
追
加
と
い
う
も
の
で
す

　
こ
れ
ら
の
補
正
の
結
果
、
各
会
計
の

規
模
は
、
一
般
会
計
九
億
九
千
六
百
九

万
五
千
円
、
国
保
事
業
一
億
五
千
四
百

九
十
九
万
三
千
円
、
水
道
事
業
六
千
四

百
五
十
九
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
ほ
か
は
、
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
と
、

新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
ぴ
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
の
二
つ
で
し
た
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
八
月
分
】

囹
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

水
落
チ
ヨ
（
仁
田
）
、
登
坂
奏
平
（
赤

谷
）
、
若
山
彦
三
郎
（
向
山
）
、
高
橋

敏
行
（
坪
山
）
、
　
田
村
マ
サ
オ
（
上

野
）囹
入
手
品

か
つ
ぎ
、
き
ゃ
は
ん
、
せ
ん
ぱ
、
版
木

大
く
わ
、
蓄
音
機
の
盤
、
紋
付
き
、
江

戸
づ
ま
、
長
じ
ゆ
は
ん
　
　
　
　
　
粛
、
ー
ノ
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み
ん
な
で
老
後
を
考
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
日
は
敬
老
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
福
祉
法
は
制
定
十
周
年

　
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
、
こ
の
日

か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
老

人
福
祉
週
間
」
で
す
。

　
こ
の
期
間
、
特
に
、
こ
と
し
の
場
合

は
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
て
十
周
年

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
国
民
〃
み

ん
な
で
老
後
を
考
え
よ
う
。
〃
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
多
年
に
わ
た
っ
て
社

会
に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、

そ
の
長
寿
を
祝
う
と
同
時
に
、
と
か
く

孤
独
で
、
み
じ
め
な
生
活
に
陥
り
や
す

い
老
人
の
日
常
を
明
る
く
豊
か
な
も
の

に
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
人
が
老
人
福

祉
に
つ
い
て
、
関
心
と
理
解
を
深
め
る

よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
お
年
寄
り
自
身
も
、
時
代
と
と
も
に

生
き
る
意
欲
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。
田
ロ
ヨ
子
さ
ん
は

　
　
　
百
　
一
　
歳

　
と
こ
ろ
で
、
昨
年
満
百
歳
に
達
し
た

田
ロ
ヨ
子
さ
ん
（
木
落
）
、
こ
と
し
も

家
族
そ
ろ
っ
て
暖
か
い
思
い
や
り
の
中

で
、
ま
す
ま
す
元
気
で
楽
し
い
日
々
を

過
し
て
い
ま
す
し
、
こ
の
十
五
日
に
は

県
か
ら
の
お
祝
い
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
い
っ
ぽ
う
、
明
治
六
年
生
ま
れ
で
、

七
月
の
十
七
日
に
満
百
歳
の
お
誕
生
を

祝
っ
た
ば
か
り
の
高
橋
ナ
ッ
さ
ん
（
神

社
町
）
は
、
八
月
二
十
三
日
に
百
歳
に

達
し
た
後
の
最
初
の
老
人
の
日
を
待
た

ず
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
長
寿
を
ま
っ
と
う
さ
れ

百歳の長寿をまっと
うした高橋ナツさん

た
わ
け
で
す
が
、
田
口
さ
ん
と
並
ん
だ

合
わ
せ
て
二
百
一
歳
の
記
念
写
真
を
皆

『
畢
　
レ
　
畢
　
管
　
［
　
ー
　
1
　
匹
　
o
　
I
　
l
　
l
　
，
　
酢
　
，
　
ー
9
　
一
　
「
　
1
　
膨
　
1
　
，
　
，
　
I
　
I
　
I
　
l
　
，
　
I
　
l
　
I
　
l
　
肝
　
，

冒

さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
か
っ
た
だ
け
に
、

ひ
じ
ょ
う
に
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

　
満
九
十
歳
、

　
　
こ
と
し
は
四
人

　
町
内
で
、
こ
と
し
七
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
は
全
部
で
四
百
八
人
。

　
ご
の
か
た
が
た
に
は
、
県
か
ら
記
念

菓
、
町
か
ら
は
敬
老
祝
金
を
贈
っ
て
祝

福
し
ま
す
．

　
ま
た
、
こ
と
し
満
九
十
歳
を
迎
え
る

か
た
に
は
県
か
ら
記
念
品
と
お
祝
い
状

が
贈
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
根
津
町

長
が
お
宅
ま
で
出
向
い
て
お
渡
し
す
る

予
定
で
い
ま
す
。

　
満
九
十
歳
を
迎
え
た
か
た
は
、
次
の

四
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
丸
山
キ
ト
さ
ん
（
新
町
新
田
）

’

水
品
モ
ン
さ
ん
（
新
町
新
田
）

大
久
保
ト
ミ
さ
ん
（
野
口
）

高
橋
カ
ネ
さ
ん
（
高
倉
）

9
　
1
　
1
　
－
　
I
　
1
　
9
　
1
　
，
　
0
　
1
　
昼
　
畳
　
，
　
1
　
9
　
，
　
1
　
一
　
瞥
　
o
　
，
　
1
　
一
　
』
　
1
　
一
　
i
　
I
　
－
　
I
　
I
　
』
　
I
　
l
　
卜
　
1
　
㌧
『
　
1
　
8
　
1

　　月見が原で交歓キャンプ

　　　ー郡内の子供会員が一」

　第2回郡子供会交歓会が、8月24・25日の両日にわた
って当町で行なわれ、月見荘を主会場に、約40人の参加
者が広い仲間づくりを目的に、元気いっぱい、日程を消
化していました。ただ、天候のせいで、予定していた「ぶ
な林」でのキャンプ・ファイアが月見が原公園内に変更
となり、チョッピリ惜しかったようです。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
五
件
の
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
て
て
次
の
五
件
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
押
木
元
男
さ
ん
（
元
町
）
か
ら
、

　
四
月
二
十
日
に
な
く
な
ら
れ
た
父
利

　
成
さ
ん
（
元
上
野
村
長
、
同
川
西
町

　
助
役
）
の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円

※
高
橋
良
平
さ
ん
（
神
社
町
）
か
ら

　
七
月
二
十
三
日
に
な
く
な
ら
れ
た
養

　
母
ミ
ョ
シ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

　
一
万
円
。

馴
　
　
ー

▲公園内での炊飯作業

※
平
野
卓
影
（
四
郎
兼
）
か
ら

七
月
二
十
四
日
に
な
く
な
ら
れ
た
父

虎
太
郎
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二

万
円
。

※
太
田
光
之
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら

先
月
二
十
日
に
な
く
な
ら
れ
た
長
男

光
紀
ち
ゃ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
一

万
円
。

※
高
橋
茂
さ
ん
（
神
社
町
）
か
ら
、

先
月
二
十
三
日
に
満
百
歳
で
な
く
な

ら
れ
た
養
祖
母
ナ
ツ
さ
ん
の
香
典
返

し
と
し
て
二
万
円
。

土
地
の
買
占
め

防
止
に
ご
協
力
を

最
近
、
全
国
的
に
急
増
し
て
い
る

o
I
o
l
l
－
l
1
9
1
1
1
1
肚
I
o
l
1
9
1
』
し
I
l
肝
1
5
－
l
I
I
I
唇
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

土
地
の
取
得
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る

投
機
的
な
貿
い
占
め
を
排
除
す
る
た

め
、
県
に
お
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と

対
策
要
網
を
制
定
し
、
乱
開
発
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
お
り
か
ら
、
当
町
に
も

買
い
占
め
の
事
実
、
情
報
な
ど
の
あ

・
ノ
た
際
は
、
是
非
は
別
と
し
て
、
い

ち
お
う
、
企
画
室
ま
で
状
況
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

▲楽しいキヤンプファィァ

「
ー
l
－
l
－
－
l
l
一
－
－
l
I
I
－
I
－
－
ー
肝
－
一
匹
1
ー
ー
ー
－
－
ー
l
1
1
1
－
－
－
1
ー
ー
ー
1
ー
騨
ー
1
騨
ー
－
ー
l
I
ー
ー
一
ー
I
I
l
－
1
ー
ー
駐
ー
ー
ー
o
ー
瞥
ー
ー
ー
1
－
1
，
－
ー
1
ー
ー
－
1
ー
ー
1
－
1
ー
ー
－
－
ー
－
ー
I
I
l
l
－
1
－
1
－
－
ー
I
l
－
－
－
－
－
－
－
－
－
I
I
－
－
－
l
－
－
I
l
l
－
l
I
I
l
l
l
ー
ー
－
ー
－
1
－
1
ー
｝
，
，
ー
－
。

現
金
の
送
金
は

　
　
〃
現
金
書
留
〃
で

　
現
金
の
送
金
に
は
、
現
金
書
留
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
現
金
書
留
は
、
手
紙

を
添
え
て
直
接
送
金
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
郵
便
局
か
ら
遠
い
所
に
お

住
い
の
か
た
や
お
忙
し
い
か
た
へ
の
送

金
に
は
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
現
金
書
留
の
利
用
要
領
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

1
郵
便
局
の
窓
口
で
、
送
金
専
用
の

　
現
金
封
筒
（
一
枚
五
円
）
を
お
求
め

　
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
現
金
を
入
れ
ま

　
す
。
2
一
枚
の
現
金
封
筒
で
十
万
円
ま
で

送
れ
ま
す
。

3
現
金
の
ほ
か
、
手
紙
や
慶
弔
用
の

　
の
し
袋
な
ど
も
入
れ
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

4
所
定
の
欄
に
住
所
氏
名
、
損
害
要

　
償
額
を
記
入
し
、
封
か
ん
紙
で
封
印

　
の
う
え
、
郵
便
局
の
窓
口
に
お
出
し

　
く
だ
さ
い
。

5
お
急
ぎ
の
際
は
、
　
「
速
達
」
扱
い

　
に
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

6
書
留
の
受
領
証
は
、
受
取
人
に
届

　
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で
、
た
い

　
せ
つ
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郵
政
省
）
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住
宅
統
計
調
査
を
実
施

　
　
　
1
0
月
1
日
現
在
で
六
町
内
対
象

　
十
月
一
日
現
在
で
、
住
宅
統
計
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
宅
の
国
勢
調
査
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
、
全
国
の
約
四
百

四
十
万
世
帯
に
つ
い
て
標
本
調
査
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
県
の
立
案
、
実

施
す
る
住
宅
関
係
の
諸
政
策
の
基
礎
資

料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
四
郎
兼
・
伊
友
・
下
平

新
田
・
室
島
・
小
脇
・
小
白
倉
が
対
象

と
な
り
、
①
住
宅
の
構
造
、
②
設
備
、

③
世
帯
の
構
成
、
④
家
賃
、
⑤
収
入
、

そ
の
他
、
多
項
目
に
わ
た
っ
て
調
査
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
、
統

一
一

計
法
に
よ
り
、
他
に
口
外
す
る
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
開
始
に
当
た
っ
て
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
総
務
課
〕
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軸

来
月
、
社
会
保
険
の

街
頭
相
談
を

　
　
　
　
・
：
：
十
目
町
で

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
社
会

保
険
制
度
に
対
す
る
世
論
の
高
ま
り
と

と
も
に
、
日
増
し
に
増
加
す
る
照
会
・

相
談
等
に
応
ず
る
た
め
、
次
の
と
お
り

「
社
会
保
険
街
頭
相
談
所
」
を
開
設
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

高
倉
休
養
村
・
そ
の
後
　
　
目
下
、
水
源
地
の
ボ
ー
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
グ
を
終
え
、
水
の
確
保
に

　
　
目
安
が
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ハ
ゥ
ス
の
建
設
を
待
つ
ば

　
　
か
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
す
。

　
日
時
　
十
月
十
九
日
午
前
十
時

　
　
　
　
　
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
場
所
　
十
日
町
織
物
会
館
前

　
相
談
内
容
　
健
康
保
険
・
日
雇
労
働

　
　
　
　
　
者
健
康
保
険
・
厚
生
年

　
　
　
　
　
金
保
険
・
国
民
年
金
等

　
　
　
　
　
の
社
会
保
険
に
関
す
る

　
　
　
　
　
諸
事
項

　
主
催
は
、
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
の

ほ
か
に
長
岡
社
会
保
険
委
員
会
、
新
潟

県
社
会
保
険
協
会
長
岡
支
部
で
す
。

　
こ
の
機
会
を
、
ぜ
ひ
、
利
用
さ
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

お
題
は
「
朝
」
と

　
　
四
十
九
年
の
歌
会
始

　
昭
和
四
十
九
年
歌
会
始
の
お
題
と
詠

進
要
領
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
※
お
題

　
「
朝
」
　
：
：
歌
句
の
中
に
、
朝
の

語
を
読
み
こ
む
ほ
か
、
あ
し
た
・
あ
り

あ
け
・
朝
明
・
し
の
の
め
な
ど
と
用
い

て
も
よ
い
。

　
※
詠
進
要
領

e
ひ
と
り
一
首
限
り
と
し
、
未
発
表

　
の
歌
に
限
る
。

⇔
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

　
す
る
。
た
だ
し
、
病
気
や
身
体
障
害

　
の
た
め
自
書
で
き
な
い
場
合
、
理
由

　
書
を
付
し
て
他
人
が
代
筆
し
て
ざ
し

　
つ
か
え
な
い
。

〔
日
書
式
は
、
半
紙
を
横
に
二
つ
折
り

　
に
し
て
、
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左

　
半
面
に
住
所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り

　
が
な
つ
き
）
、
生
年
月
日
お
よ
ぴ
職

　
業
を
書
く
。

⑳
”
詠
進
期
間
は
（
九
月
一
日
か
ら
）

　
十
月
十
一
日
（
郵
送
の
場
合
、
当
日

　
の
消
印
有
効
）
ま
で
。

㈲
〕
あ
て
先
は
、
「
（
一
丁
一
〇
〇
）
東

　
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一
号

　
宮
内
庁
」
。
封
筒
に
〃
詠
進
歌
〃
と

　
書
き
添
え
る
。

　
※
そ
の
他

　
詳
し
く
は
、
企
画
室
ま
で
問
い
合
わ

せ
る
か
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て

に
住
所
、
氏
名
を
書
き
二
十
円
切
手
を

は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て
、
今
月

末
ま
で
照
会
す
れ
ば
よ
い
。

上
野
が
連
続
優
勝

　
　
　
少
年
野
球
大
会

　
教
委
・
公
民
館
・
野
球
協
会
な
ど
が

主
催
し
、
体
育
協
会
後
．
援
に
よ
る
町
の

第
三
回
少
年
野
球
大
会
は
、
さ
る
八
月

十
六
、
十
七
日
の
二
日
間
、
川
西
中
と

千
手
小
両
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
八
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
投

攻
守
と
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
上
野
が
昨
年

に
続
い
て
優
勝
し
ま
し
た
。

　
上
野
B
六
ー
二
臼
倉

　
千
手
B
　
七
　
　
　
三
　
橘
　
A

　
赤
岩
一
二
i
O
橘
B

　
上
野
A
　
四
1
0
　
千
手
A

　
（
準
決
勝
）

　
千
手
B
　
六
－
二
　
上
野
B

　
上
野
A
一
二
－
一
赤
岩

　
（
決
勝
）

　
上
野
A
一
三
－
三
　
千
手
B

〈
順
位
〉
　
　
一
位
、
上
野
A
　
二
位

千
手
B
　
三
位
、
赤
岩
・
上
野
B
（
こ

の
大
会
か
ら
、
準
優
勝
チ
ー
ム
に
も
カ

ッ
プ
を
贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
）

納
税
メ
モ

今
月
は固
定
資
産
税

　
　
第
三
期
分
の
納
期
で
す

　
バ
イ
ク
、
耕
運
機
の
標
識
い
っ

せ
い
付
替
え
に
つ
い
て
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
家
の
か
た
が
る
す
だ
っ
た
り

バ
イ
ク
が
そ
の
時
家
に
な
か
っ
た

り
で
標
識
の
取
替
え
を
し
て
い
な

い
か
た
、
旧
標
識
の
返
納
が
済
ん

で
い
な
い
か
た
は
至
急
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
自
賠
責
証
明
書

を
紛
失
し
た
の
が
出
て
き
た
り
、

未
加
入
だ
と
思
っ
て
い
た
の
が
加

入
済
み
だ
っ
た
り
し
た
時
は
、
す

ぐ
に
証
明
書
番
号
と
取
扱
代
理
店

名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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